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〇
正
し
い
言
葉
遣
い
を
し
よ
う
。 

 

私
た
ち
は
、
毎
日
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

る
た
め
に
、
自
分
な
り
の
言
葉
を
も
っ
て
伝

え
て
い
ま
す
。
言
葉
に
は
い
ろ
い
ろ
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
優
し
い
言
葉
は
人
の
心
に
響

き
、
「
心
配
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
失
敗
し

た
と
き
に
「
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
」
「
大

丈
夫
だ
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
も
ら
う
と
、
と

て
も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

言
葉
の
選
択
を
間
違
え
る
と
、
人
を
傷
つ
け

て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
使
い
方
や
伝
え
方
に
よ

っ
て
、
言
葉
は
人
の
心
に
大
き
な
違
い
を
も

た
ら
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
ふ

さ
わ
し
い
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
は
、
正
し
い
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
、
子

供
た
ち
と
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
考
え
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。
友
達
の
頑
張
り
を
応
援

し
て
い
た
り
、
困
っ
て
い
る
と
す
ぐ
に
気
が

つ
い
て
声
を
か
け
た
り
す
る
中
で
、
素
敵
な

言
葉
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
声
か
け
を
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
言
葉
が
も
つ
意
味
を

よ
く
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
、
子
供
た
ち
が

楽
し
く
明
る
い
学
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

（
生
活
指
導
部
）   

（
生
活
指
導
部
） 
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年
末
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
山
王
小
学
校 

評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
お
き
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
中
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
日
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
て
お
お
む
ね
肯

定
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
、
私
ど
も
の
勇
気
と
な
り
ま

し
た
。
他
方
、「
学
校
は
、
授
業
を
工
夫
し
、
個
に
応
じ

た
指
導
を
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
項
目
は
他
と
比
較
し

低
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。
授
業
は
教
育
活
動
の
生
命

線
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
字
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
、
私
は
課
題
意
識
を
強
く
も
ち
ま
し
た
。 

こ
の
項
目
は
、
実
際
の
授
業
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
前
提
条
件
で
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
は
、
方

法
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
子
供
た
ち
の
姿

を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

  

さ
て
、
少
し
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
三
年
一

月
に
中
央
教
育
審
議
会
が
『「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
』
と
い
う
表
題
で
答
申
を
出

し
ま
し
た
。 

 

 

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
六
月
十
一
日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
た
学
校
公
開
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
児
童
向
け

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
教
室
に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
い
ま
す
。

保
護
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
動
画
の
配
信
を
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
配
布
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
、
六
月
十
一
日
（
金
）、
十
二
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
た
学
校
公
開
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
な
お
児
童
向
け

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
教
室
に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
行
い
ま
す
。

保
護
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
は
、
動
画
の
配
信
を
行
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
配
布
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
る
答

申
で
す
。
そ
の
中
で
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
指
導
の
個
別
化
」

と
「
学
習
の
個
別
化
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は

従
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
算
数
少
人
数
指
導
を
は
じ
め

と
す
る
個
に
応
じ
た
指
導
で
す
。
本
校
が
さ
ら
に
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
後
者
で
す
。
す
な
わ
ち
、

子
供
自
身
の
学
習
が
最
適
と
な
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
の

興
味
・
関
心
等
に
応
じ
、
主
体
的
に
学
習
課
題
を
設
定
し

学
習
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

校
で
は
、
す
で
に
高
学
年
を
中
心
と
し
て
「
マ
イ
タ
イ
ム
」

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
を
は
じ
め
こ
の
よ
う
な
学
習

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
多
く
の
学
習
で
取
り
入
れ

て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
の
積
み

重
ね
に
よ
り
、
問
題
解
決
力
な
ど
急
激
に
変
化
す
る
時
代

の
中
で
育
む
べ
き
資
質
・
能
力
が
身
に
つ
く
と
捉
え
て
い

る
か
ら
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
機

会
を
設
定
す
る
こ
と
で
子
供
た
ち
の
姿
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

  



２月スクールカウンセラー来校日 

  

日 曜日 行  事 

1 水 特別時程 ４時間授業 

2 木 補習教室（５・６年） 

3 金 委員会活動 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火 社会科見学（５年１・２組） 

8 水 区漢字検定始 

9 木 

社会科見学（５年３・４組） 

補習教室（５・６年） 

租税教室（６年） 

10 金  

11 土 建国記念の日 

12 日   

13 月  

14 火 
社会科見学（４年）  

補習教室（３・４年） 

15 水 区漢字検定終 

16 木 
避難訓練 補習教室（５・６年） 

たてわり班活動（３・５年） 

17 金 
学校公開 薬物乱用防止教室（６年） 

クラブ活動 クラブ見学（３年） 

18 土 

学校公開 土曜授業（給食なし） 

特別時程 

体育・健康教育授業地区公開講座 

19 日  

20 月 たてわり班活動（１・６年） 

21 火 
たてわり班活動（２・４年） 

補習教室（３・４年） 

22 水  

23 木 天皇誕生日 

24 金 クラブ活動 

25 土  

26 日  

27 月 
保護者会（５・６年） 

＊５・６年５時間授業 

28 火 保護者会（１・２年） 

２月行事予定 

 

 

黒須 ７日（火）14日（火）21日（火）28日（火） 

太田 13 日（月）20 日（月）27 日（月） 

４・５年生は日本の音楽、６年生では日本の音楽から

世界の音楽を学んでいます。日本と他国の楽器を比べて

共通点を挙げたり、それぞれの音色や曲の雰囲気の違い

を話し合ったりしています。この学習を通して、多様性

を認め、日本の音楽や伝統を理解する気持ちや、他国を

尊重する気持ちを身に付けていってほしいです。 

また、高学年にとって、三学期は大きな行事がありま

す。４年生は二分の一成人式、５年生は卒業式の入退場

演奏、６年生は卒業式です。それぞれの曲で、歌詞の内

容や盛り上がる部分を考えて歌ったり、息継ぎのタイミ

ングを合わせたりしてなめらかに演奏できるように練

習しています。行事に向けて、思いを伝え合い、心と音

をひとつにしていくことで、終わった後に達成感を感じ

ることのできるよう、曲を仕上げていきます。ご家庭で

もお子さんがどんな曲を学び、どういう気持ちをもって

演奏しているのかをぜひ聞いてみてください。 

                    （音楽部） 
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音楽 

６年生を送る会へ向けて 

 ３月３日（金）に、『６年生を送る会』が行われます。

１年生から５年生は、お世話になった６年生に感謝の気持

ちを伝えるために、「垂れ幕」を作って動画の撮影をしま

す。また、送る会を盛り上げるために、学年ごとに体育館

の装飾をしたり、「はじめの言葉」や「おわりの言葉」を

担当したりします。 

全校合唱は、各クラスでアンケートを採り、その結果、

「大切なもの」に決まりました。ピアノや指揮は、代表委

員が担当し、休み時間を使った練習を２学期から続けてい

ます。感染症対策のため、全校がそろって体育館で歌うこ

とはできませんが、離れていても気持ちが届くよう歌の練

習を行っていきます。 

 ６年生が山王小学校で過ごす時間は残り２か月です。こ

れまで委員会やクラブ、たてわり班活動などで、お世話に

なったことを思い出しながら、心を込めて準備を進めてい

ます。 

（特別活動部） 


